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オンライン研修 

     ３月６日（土）保育センター主催『新年度に向けた安全と安心：新型コロナウイルス感染症流

行のもとで』掛札逸美のオンライン研修があり、３名の参加がありました。 

   

  感想：コロナ感染症のことだけでなく、日々の安全と安心について、わかりやすい 

     話しでした。Zoom だったので、気軽に質問でき、迷いがなくなりました。 

    ：「リスクと価値」の天秤がどちらに傾いているか。「新入園児」は何歳でも「いつも」がわ 

からないので、「４月は常に価値よりリスク優先」と考えることの大切さを知りました。 

   掛札先生のオンライン研修は、６月に計画されています。組合員さんは半額の 

研修補助費が支給されますので、是非参加してみてください。 

異動内示の不服申し立て 

   ３月１５日（月）に異動の内示が出ました。３園より、４月１日の時点で時間外職員 

の欠員があると言うことで、不服申し立てがありました。３月１８日（木）１７：１５～ 

公立保育園管理課長に役員３人で不服申し立てしてきました。 

福祉施設紹介 ～放課後ルーム～ 

放課後ルームは市内５４小学校区に１０１施設あります(R２年度現在)。児童ホームの園長が責任者で、一

人の園長で、多いところでは４小学校区のルームの園長を兼務していて、常勤は現場にいません。現場は会

計年度任用職員の主任支援員(今年度から)・支援員・補助員で運営しています。 

昨年の２月末、突然３月からの休校と一日開所が始まることになりました。新年度の準備と並行しての８時

から１９時までの受け入れ、コロナ対策、いつまで続くのかわからない一日開所…と、不安だらけの中での運

営でした。現在は施設内の消毒、アクリル板やサーキュレーターの配備、マスク着用の徹底など、目に見えて

コロナ対策がなされてきていますが、当初は、密な状態でどう運営したらいいのか、悩ましい日々が続きまし

た。課からは「目安として、定員の７割を超える出席があった場合は分散して活動」と基本方針が出されてい

ます。しかし、入所しているのは多くて定員の２割増までと、定員を超えて入所している実態があり、いくら全

員が出席しないとしても、出席率の高いルームは７割を超えるのが日常です。また、それに伴い突然人手が

増えるわけもなく、支援員の欠員が続いている中で、欠員や活動場所の確保などが理由で、全てのルームで

は実施ができていません。 

子ども達には、おやつの時間に「黙食」をしてもらったり、行事を中止したり、我慢を強いる場面が増えてい

ます。そんな中でも、毎日登所する子ども達の笑顔と生活を守るために、今後も感染対策をしながら、できる

活動を模索して、楽しく過ごせる工夫をしていきたいと思います。 

署名のご協力ありがとうございました！ 

『短時間勤務保育士に関わる規制穏和に反対します』署名が１０９筆集まりました。 ご協力

ありがとうございました。「ひとこと」もたくさん頂いたので、紹介します。 

・人が変わるのは子どもにとって不安です。子どもにとって色々考え継続的な保育が大切です。 

・未来を担う子どもたちを大切にする国になって欲しい。・保育士の仕事を軽視している。 

・処遇改善を求めます。辞める方が多いことに納得です。 

・保育の質の向上に目を向けて、より良い保育ができる環境を整えてください！ 


